
 

 

 

 

（４）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
思
い
出
と 

 

会
員
活
動
躍
進
ぶ
り
に
つ
ぃ
て 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会 

門
倉
正
一
郎 

 

プ
レ
ー
を
し
て
い
る
と
、
魅
力
は
尽

き
せ
ぬ
も
の
が
あ
る
。 

 

人
間
と
し
て
誠
実
誠
意
が
大
事
で
、

真
剣
に
熱
意
を
持
っ
て
行
動
す
る
事
が

必
要
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
汲
め
ど
も

尽
き
せ
ぬ
も
の
が
あ
る
と
日
頃
か
ら
思

っ
て
い
る
。
多
少
大
袈
裟
か
！ 

 

当
会
は
、
ご
案
内
の
通
り
、
毎
月
の

月
例
会
と
年
一
泊
温
泉
二
日
大
会
を
中

心
に
運
営
し
て
お
り
、
普
及
向
上
で
会

員
も
五
十
名
に
達
し
、
技
量
向
上
と
共

に
各
種
大
会
に
参
加
し
、
大
活
躍
し
て

い
る
。 

 

こ
の
二
ヶ
月
間
で
も
各
大
会
（
参
加

人
員
約
五
百
名
）
に
傑
出
し
た
成
績
で
、 

上
位
入
賞
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

市
協
会
大
会
（
花
園
）
四
名 

南
魚
沼
交
歓
大
会
六
名 

市
夏
季
大
会
（
川
本
）
二
名
な
ど 

特
に
、
個
人
名
を
挙
げ
れ
ば
、
伊
藤

（
鴨
）
、
菊
地
（
勝
）
、
武
田
、
渡
辺
、

北
村
、
飯
浜
、
門
倉
、
加
藤(

厚)

、
水
流

添
、
が
入
賞
し
て
い
る
。 

 

何
れ
も
東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会
の
活
躍
が

素
晴
ら
し
く
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

日
頃
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
真

理
を
探
究
し
、
精
進
し
て
い
る
賜
物
か
！ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
気
軽
に
出
来

る
し
、
奥
が
深
い
。 

外
部
の
大
会
に
参
加
し
、
交
歓
す
る
こ

と
は
、
友
達
も
で
き
る
し
、
楽
し
い
。 

日
頃
か
ら
月
例
会
、
練
習
会
に
参
加

し
、
各
種
大
会
に
出
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
真
理
を
探
求
し
、
精
進
し
、
尚
か

つ
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
欲
し
い
。 

 
 

次
に
、
七
月
二
十
七
日
、
梅
雨
の
合
間

の
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
谷
川
岳
の
高

山
植
物
観
察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

一
の
倉
沢
、
幽
の
沢
、
天
神
平
を
回

っ
て
来
ま
し
た
が
、
一
部
に
残
雪
の
ト

ン
ネ
ル
が
あ
り
、
周
り
は
深
緑
な
の
に

山
野
草
の
芽
が
出
始
め
、
下
界
の
猛
暑

に
比
べ
、
高
山
の
醍
醐
味
を
満
喫
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

高
山
植
物
は
、
名
も
知
れ
な
い
花
の

彩
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ブ

ナ
林
は
、
大
木
や
朽
ち
た
樹
木
な
ど
、

緑
と
樹
皮
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
敵
で

し
た
。 

 

最
後
は
、「
と
き
わ
ク
ラ
ブ
」
で
の
「
下

山
祝
い
」
が
、
話
に
花
が
咲
き
楽
し
か

っ
た
一
日
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

谷川岳にて 

谷
川
岳
へ
高
山
植
物
観
察 

 
 

草
花
盆
栽
同
好
会 

生
方
文
人 

 

今
年
五
月
十
一
日
、
川
本
の
農
林
公

園
、
花
園
道
の
駅
、
岡
部
道
の
駅
、
華

植
木
セ
ン
タ
、
新
聞
で
話
題
に
な
っ
た

下
新
戒
の
ル
ピ
ナ
ス
畑
な
ど
の
草

花
・
植
木
・
盆
栽
を
見
学
し
て
廻
り
ま

し
た
。 

 

草
花
で
は
、
新
種
や
外
来
の
花
、
野

草
の
盆
栽
な
ど
、
と
て
も
綺
麗
で
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

庭
木
・
盆
栽
で
も
長
年
丹
精
を
こ
め
た

も
の
が
格
安
で
見
事
で
し
た
。
最
後
に

回
っ
た
「
ル
ピ
ナ
ス
畑
」
は
、
花
も
珍

し
く
見
事
で
し
た
。 

 

 

ルピナス畑にて 



 

 

 

 

 

（５） 

十
三
年
の
歩
み 

小
旅
行
同
好
会 

幹
事 

高
橋 

建
夫 

会
は
、
平
成
五
年
十
月
、
仲
間
十
名
程

が
集
ま
り
、
幹
事
に
大
手
（
故
人
）
、
岩

佐
さ
ん
を
選
び
発
足
し
ま
し
た
。 

年
が
明
け
た
６
月
、
第
一
回
に
旅
行
を

栃
木
県
・
湯
西
川
温
泉
で
行
っ
た
。 

参
加
者
は
十
名
、
自
家
用
車
で
対
応
。

当
時
は
会
員
も
少
な
く
、
現
地
集
合
や
夫

婦
同
伴
も
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
夫
婦

同
伴
は
四
名
が
最
高
で
、
二
名
し
か
集
ま

ら
な
け
れ
ば
中
止
と
な
り
、
奥
様
に
は
申

し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
平
成
十
三
年
以
降
中
止
と
し
ま
し
た
。 

 

2006-06-12 斑尾高原・花ヶ入温泉 

東
芝
夏
祭
り
出
店
に
つ
い
て 

 
 

釣
り
同
好
会 

幹
事 

三
森 

通
安 

 

こ
の
六
月
の
総
会
で
幹
事
に
推
挙
さ

れ
た
三
森
で
す
。
宜
し
く
！ 

 

早
速
の
行
事
が
七
月
二
十
二
日
の
東

芝
夏
祭
り
で
の
メ
ー
ン
出
店
で
す
。
子

供
達
の
喜
ぶ
景
品
を
相
談
し
、
一
番
は

カ
ブ
ト
虫
、
釣
れ
な
く
と
も
お
菓
子
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
十
一
時
に
集
合
し
て
準
備
が

始
ま
り
、
役
員
さ
ん
の
協
力
で
出
店
準

備
が
思
っ
た
よ
り
早
く
終
わ
り
、
後
は

二
時
の
祭
り
の
開
始
を
待
つ
ば
か
り
。 

 

花
火
が
上
が
り
、
開
始
と
同
時
に
大

勢
の
子
供
の
達
の
行
列
が
出
来
て
大
盛

況
で
す
。 

 

途
中
で
景
品
が
不
足
に
な
り
、
買
出

し
に
行
き
、
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。 

 

お
陰
様
で
、
怪
我
も
無
く
、
大
盛
況

の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

御
座
い
ま
し
た
。 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
の
変
更 

 
 
 
 
 

Ｉ
Ｔ
同
好
会 

梶
山 

實 

 

平
成
十
四
年
４
月
か
ら
開
設
し
た
Ｈ

Ｐ
は
、
約
五
千
回
の
ア
ク
セ
ス
に
及
び
、

契
約
の
百
Ｍ
Ｂ
の
サ
ー
バ
ー
容
量
を
超

え
ま
し
た
。 

 

今
後
、
動
画
の
配
信
も
考
え
て
１
Ｇ

Ｂ
の
サ
ー
バ
ー
を
契
約
し
ま
し
た
。 

９
月
一
杯
は
従
来
サ
ー
バ
ー
と
並
行

配
信
で
す
が
十
月
か
ら
新
サ
ー
バ
ー
に

切
り
替
え
ま
す
。
新
サ
ー
バ
ー
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
、
表
題
に
も
あ
り
ま
す
が
、 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.le
ts
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a
p
p
y.n
e
t/
 

to
s
h
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a
o
b
/
in
d
e
x
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tm
 

で
す
。 

 

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
の
宝

庫
で
す
。
ま
た
、
二
〜
三
年
前
ま
で
高

価
な
光
ケ
ー
ブ
ル
が
、
今
や
簡
単
に
接

続
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
検
索
ス
ピ
ー

ド
や
動
画
配
信
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま

し
た
。 

 

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
の
た

め
、
Ｈ
Ｐ
編
集
委
員
会
を
作
り
、
検
討

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
投
稿
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

私
は
十
四
回
よ
り
参
加
し
て
い
ま

す
。
若
い
頃
か
ら
の
仕
事
を
通
し
て
、

多
く
の
先
輩
達
と
呑
ん
だ
り
、
話
を
し

た
り
、
一
晩
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
の
出

来
る
こ
の
会
は
、
最
高
で
あ
る
と
思
う

一
人
で
あ
る 

現
在
の
旅
行
計
画
は
、「
は
ら
ぼ
じ
観

光
」
さ
ん
が
行
う
熟
年
グ
ル
ー
プ
プ
ラ

ン
で
、
ホ
テ
ル
の
バ
ス
で
の
無
料
送
迎

観
光
付
き
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
秋
は
二
十
六
回
目
で
、
十
一

月
十
三
日
に
一
泊
で
南
房
総
御
宿
海
岸

（
宿
は
ニ
ュ
ー
ハ
ワ
イ
）
で
す
。
希
望

者
は
会
員
以
外
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
幹
事

に
連
絡
下
さ
い
。 

 

 

野尻湖 



 

 

 

 

（６） 

第
一
回
写
真
展 

写
真
同
行
会
員 

Ｍ
・
Ｓ 

 

去
る
、
六
月
十
六
日
〜
十
八
日
の
三

日
間
、
深
谷
駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

東
芝
Ｏ
Ｂ
写
真
同
好
会
員
に
よ
る
第

一
回
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

十
四
名
の
会
員
が
各
三
点
ず
つ
、
自

慢
の
作
品
を
持
ち
寄
り
展
示
す
る
。
会

員
の
中
に
は
既
に
、
各
地
の
写
真
展
で

入
賞
す
る
ほ
ど
凄
腕
の
方
も
お
り
ま

す
が
、
小
生
の
如
く
初
め
て
出
品
す
る

者
に
と
っ
て
は
、
お
客
さ
ま
に
見
て
頂

け
る
の
か
、
ま
さ
に
冷
や
汗
も
の
の
出

品
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
頃
ご
指
導
を
頂
い
て
い
る
、
先
生

の
作
品
も
一
緒
に
展
示
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
構
図
の
と
り
方
と
感
性
に
、

た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。 

 

当
日
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
多
く

の
お
客
様
に
見
て
頂
き
ま
し
た
。
東
芝

関
係
者
の
皆
様
に
も
多
数
お
出
で
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
皆
で
楽
し
く

腕
を
磨
い
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。 世

は
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
、
こ
れ
は

カ
メ
ラ
と
て
同
じ
。
次
々
と
メ
ー
カ
ー
の

撤
退
な
ど
が
報
道
さ
れ
フ
イ
ル
ム
も
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ア
ナ
ロ
グ
世

代
で
育
っ
た
仲
間
達
、
今
日
も
自
分
の
感

性
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

  

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
と 

編
集
を
楽
し
む 

 
 
 
 

ビ
デ
オ
同
好
会 

 

小
澤 

一
二 

 

「
皆
さ
ん
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
ど
う
活

用
し
て
お
り
ま
す
か
？
」
と
質
問
す
る

と
、
一
般
の
方
は
、
先
ず
身
近
な
家
族
を

題
材
と
し
た
「
子
供
の
成
長
、
楽
し
い
家

族
、
兄
弟
旅
行
」
と
答
え
が
帰
っ
て
来
ま

す
。
私
も
皆
様
と
同
じ
様
に
懐
か
し
い
沢

山
の
思
い
出
の
映
像
を
（
８
ミ
リ
フ
イ
ル

ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
テ
ー
プ
）
メ
デ
ィ
ア
に

残
し
て
お
り
ま
す
。 

 

子
供
か
ら
手
が
離
れ
る
と
、
趣
味
の
ク

ラ
ブ
活
動
や
旅
行
、
Ｏ
Ｂ
会
、
公
民
館
、

町
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
、
同
窓
会
、
兄
弟
や

友
達
、
妻
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
等
、 

何
で
も
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
映
像
記
録
は
、
機

に
応
じ
て
放
映
し
、
皆
様
か
ら
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
、
三
の
例
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
で
は

前
年
の
総
会
の
様
子
や
同
好
会
ク
ラ

ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
同
級
会
旅
行
編
集
テ

ー
プ
を
次
年
度
旅
行
時
に
、
バ
ス
の
中

で
放
映
す
れ
ば
、
宴
会
場
面
の
大
騒
ぎ

の
様
子
も
ご
想
像
下
さ
い
。 

 

こ
れ
か
ら
も
何
で
も
撮
り
、
私
の
宝

と
し
て
残
し
て
置
き
た
い
。 

 

残
し
た
映
像
は
編
集
す
る
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
様
に
、

編
集
に
は
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
が
あ

り
ま
す
。
決
定
的
な
違
い
は
「
非
破
壊

編
集
」
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
と
云
う

所
に
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
が
優
位
で
す
。 

 

今
や
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
入
り
、
編
集

も
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
テ

ー
プ
を
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
取
り
込
み
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
映
像
を
残
す
事
が
出
来
ま
す
。
従
っ

て
、
編
集
も
テ
ー
プ
と
違
い
、
時
間
を

短
縮
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

須
藤 

栄
さ
ん
が
平
成
十
七
年
十
二
月 

藤
巻
益
雄
さ
ん
が
平
成
十
八
年
一
月 

三
上
貞
作
さ
ん
が
平
成
十
八
年
二
月 

 
 
 
 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

編
集
後
記 

 

平
成
十
八
年
九
月
一
日
付
で
Ｏ
Ｂ
会

事
務
局
（
管
理
部
総
務
安
全
担
当
グ
ル
ー

プ
長
）
の
郡
司
丈
人
さ
ん
が
（
本
）
電
力

シ
ス
テ
ム
社
に
転
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

郡
司
さ
ん
に
は
平
成
十
五
年
八
月
よ

り
多
大
な
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、

新
天
地
で
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

ま
す
。 

 

後
任
に
、
（
本
）
広
報
室
よ
り
中
西
章

さ
ん
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
号
に
て
、

ご
挨
拶
の
掲
載
を
計
画
し
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
「
Ｇ
Ｃ
Ｃ
運
動
」 

の
解
散
に
つ
い
て
、
担
当
の
石
井
さ
ん
よ

り
感
謝
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

新
し
い
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

編
集
委
員 

 

幹
事 

佐
々
木 

敏
光 

 
 
 
 
 

幹
事 

斉
藤 

 

登 


